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日
頃
何
気
な
く
「
体
力
」
 

と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い
 

ま
せ
ん
か
？
た
と
え
ば
、
学
 

校
で
は
生
徒
に
「
も
っ
と
体
 

力
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
 

な
い
」
と
か
、
中
高
年
の
人
 

た
ち
は
「
最
近
、
体
力
が
落
 

ち
て
長
続
き
で
き
な
い
」
と
 

い
っ
た
使
い
方
を
し
ま
す
。
 

し
か
し
、
正
式
に
「
体
力
」
 

と
い
う
言
葉
を
説
明
し
な
さ
い
と
言
わ
 

れ
た
ら
、
何
人
の
人
が
答
え
る
こ
と
が
で
 

き
る
で
し
ょ
う
▼
体
力
」
身
体
の
力
。
身
 

体
の
作
業
能
力
ま
た
は
疾
病
に
対
す
る
 

抵
抗
力
（
広
辞
苑
）
と
あ
り
ま
す
が
、
大
 

き
く
身
体
的
要
素
と
精
神
的
要
素
に
大
 

別
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
日
ご
ろ
、
身
体
 

的
要
素
の
体
力
を
思
い
が
ち
で
す
▼
今
 

日
、
文
明
の
発
達
、
科
学
の
進
歩
に
よ
っ
 

て
、
人
間
の
生
活
形
態
は
大
幅
に
変
化
し
 

ま
し
た
。
あ
ま
り
体
を
動
か
さ
な
く
て
も
 

ボ
タ
ン
や
ス
イ
ッ
チ
で
楽
に
生
活
で
き
 

る
と
い
う
具
合
で
す
。
身
体
的
疲
労
は
、
 

家
に
帰
っ
て
風
呂
に
入
り
、
ゆ
つ
く
り
休
 

養
す
る
と
大
体
回
復
し
ま
す
が
、
精
神
的
 

疲
労
は
簡
単
に
は
回
復
し
ま
せ
ん
。
そ
の
 

ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
、
過
労
と
な
り
、
 

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
状
態
に
な
っ
て
 

し
ま
い
ま
す
▼
古
代
ロ
ー
マ
の
詩
人
ユ
 

ベ
ナ
ー
リ
ス
と
い
う
人
は
、
古
代
ォ
リ
ン
 

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選
手
た
ち
が
、
日
常
 

生
活
で
不
道
徳
な
行
為
を
行
っ
て
い
る
 

こ
と
を
嘆
い
て
「
健
康
な
精
神
が
健
康
な
 

身
体
に
宿
る
よ
う
に
祈
る
べ
き
で
あ
る
」
 

と
名
言
を
残
し
て
い
ま
す
▼
こ
の
夏
の
猛
 

暑
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
ゆ
と
り
を
持
っ
 

た
生
活
で
、
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ノ
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7 月とU 日ふれあい体操会 

▲中村絵里（赤池中2年） 
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~ 

,町民ふれあい盆踊りザ 
、 

0 ど き 8 月17 日（日）午後7時～ / 
、 ；%Iiョ可チ中1ト 

0とろ赤池町民会館前広場7一 
楽し誉、つばり 

各地区の特徴ある盆踊りが披露されます。 

ノ ／ 
今年も数多くの夜店が出店。 

/ / 

夏の夜空を焦がす今夏最高の 

イベントです。 

同
和
間
芸
啓
七
唾
調
月
間
を
ぶ
り
か
え
〈
 

「
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
先
ず
、
 
一 

人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
あ
る
差
別
意
識
を
取
り
除
く
こ
と
が
大
切
 

で
あ
る
と
の
認
識
に
た
っ
た
啓
発
行
事
を
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
 

し
た
。
昨
年
に
続
き
、
各
支
所
・
公
民
館
の
協
力
を
得
て
、
町
内
 

を
歩
い
て
啓
発
を
呼
び
か
け
た
「
タ
ス
キ
リ
レ
ー
」
。
「
差
別
を
に
 

く
み
、
差
別
を
み
ぬ
き
、
差
別
を
な
く
す
」
運
動
に
立
ち
上
が
ろ
 

う
と
呼
び
か
け
た
児
童
・
生
徒
の
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
の
掲
示
や
子
 

ど
も
た
ち
の
栽
表
を
拙
く
と
題
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
 

バ

ン

ド

屈

 

見
秘
秦
を
の
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
等
い
ろ
い
ろ
な
啓
発
行
事
を
行
 

い
ま
し
た
。
啓
発
強
調
月
間
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、
私
た
ち
大
人
 

「
人
ひ
と
り
が
、
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
認
識
し
、
一
了
 

一
‘
世
紺
の
「
赤
池
」
を
支
え
る
子
ど
も
達
に
、
差
別
の
な
い
住
み
 

よ
い
町
を
つ
く
る
努
力
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

差
別
撤
廃
ま
で
の
ご
協
力
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

赤
池
同
和
教
育
推
進
協
議
会
 

七
月
は
、
部
洛
差
別
を
は
じ
め
、
数
々
 

の
差
別
を
「
赤
池
」
か
ら
な
く
そ
う
と
、
 

町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
実
施
 

し
た
有
意
義
な
ー
カ
月
で
し
た
。
 

町
内
啓
発
活
動
（
タ
ス
キ
リ
レ
ー
）
 

に
始
ま
り
、
諸
団
体
の
講
演
会
・
学
習
 

会
や
戸
別
啓
発
、
ふ
れ
あ
い
体
操
会
、
 

啓
発
講
演
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
各
行
事
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

啓
発
タ
ス
キ
リ
レ
ー
は
、
今
年
で
2
 

回
目
で
し
た
が
、
各
地
区
か
ら
二
百
五
 

十
名
の
参
加
が
あ
り
、
「
差
別
を
な
く
 

そ
う
」
 
の
タ
ス
キ
と
の
ぼ
り
旗
を
手
渡
 

し
で
一
人
ひ
と
り
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
 

全
百
十
五
区
間
、
 
23
 

姉
を
完
歩
し
ま
し
 

た。 町
民
啓
発
講
演
会
も
、
2
年
続
い
て
 

楽
器
演
奏
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
 

ム
フ
年
は
、
 

人
潅
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
 

『
願
児
我
楽
夢
』
が
出
演
し
“
子
ど
も
 

琴
峯
蛙
電
 

)
）
す
が
、
水
泳
に
は
こ
れ
が
な
く
、
だ
れ
 

）
に
で
も
で
き
る
い
肺
機
能
を
大
い
に
高
 

麟
妊
産
婦
の
た
め
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
イ
 

織

III

ン
グ
教
室
等
も
あ
り
ま
す
。
 

「「
 

水
泳
の
利
点
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
 

麟
と
、
第
一
に
水
の
浮
力
が
利
用
で
き
筋
 

麟
肉
を
ふ
だ
ん
の
緊
張
の
な
い
状
態
で
鍛
 

麟
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
す
。
 

麟
 

第

二

は

筋

肉

の

強

化

に

必

要

な

抵

抗

 

麟
が
水
に
よ
っ
て
得
ら
れ
ま
す
。
 

ー
 

第
三
に
水
に
入
れ
ば
泳
ぐ
し
か
な
い
 

り
の
で
泳
げ
ば
雑
念
が
消
え
て
も
の
ご
と
 

鷺
 

に
親
し
も
う
 

夏
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
水
泳
。
 

）一
 

こ
の
水
泳
が
い
ろ
ん
な
病
気
の
予
防
 

や
治
療
に
最
適
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

健
康
づ
く
り
運
動
に
は
い
ろ
ん
な
種
 

類
が
あ
り
ま
す
が
、
陸
上
で
の
運
動
は
 

ス
ピ
ー
ド
や
急
激
な
方
向
転
換
な
ど
、
 

細
関
節
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
 

「
）
一
 

一

 

」
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
瑞
息
、
 

」
膝
関
節
炎
持
ち
の
肥
満
者
に
。
更
に
は
 

」
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

水
泳
は
マ
ラ
ソ
ン
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
 

」
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
よ
い
有
酸
素
運
動
な
 

の
で
す
。
肩
こ
り
腰
痛
の
あ
る
人
、
高
 

‘
鷺
 

鷺
離
量
＃
喜
喜
妾
鼻
議
撒
（
曹
寒
寒
講
奪
一
農
＃
峯
鞍
幹
 

の
耕
栽
を
撤
く
ー
を
テ
ー
マ
に
「
差
別
」
 

の
悲
し
み
や
憎
し
み
を
歌
と
話
で
訴
え
、
 

最
後
に
参
加
者
と
共
に
“
心
の
叫
び
ー
 

を
歌
い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

同
推
協
で
は
、
月
間
だ
け
で
な
く
、
 

年
間
を
通
じ
て
啓
発
学
習
会
や
講
演
会
 

を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
 

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
是
非
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

町
内
か
ら
一
斉
の
差
別
撤
廃
ま
で
の
協
 

カ
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

8月・9月の啓発学習会 

,i灘：（ 午後7時30分～9 時・A 

月 日 実 施 地 区 場 所 

8月7日困 第14 支 所 14支所集会所 

8月28日困 第15 支 所 伏原集会所 

9 月11日（わ 第16 支 所 高尾集会所 

9月25日困 高 尾 団 地 高尾教育集会所 

に
集
中
で
き
ま
す
し
、
心
身
の
ス
ト
レ
 

ス
解
消
に
も
な
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
実
際
に
泳
げ
な
く
て
も
、
水
 

中
運
動
だ
け
で
も
十
分
で
す
。
水
中
で
 

歩
い
た
り
、
ビ
ー
ト
板
に
つ
か
ま
っ
て
 

足
だ
け
バ
タ
バ
タ
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
 

も
よ
い
の
で
す
。
 

暑
い
時
期
に
は
水
に
浸
っ
て
い
る
だ
 

け
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
短
時
間
の
軽
い
水
泳
で
も
 

十
分
体
を
動
か
し
た
効
果
が
得
ら
れ
る
 

の
で
す
。
 

但
し
心
電
図
異
常
や
心
臓
病
の
あ
 

る
方
、
老
年
者
な
ど
は
主
治
医
に
相
 

談
し
、
水
泳
の
可
否
を
聞
い
て
か
ら
 

。
 

に
し
ま
し
ょ
う
。
o
0
 

，
 

‘
 

●
 

●
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事
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線
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量
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喜
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叱
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書
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よ
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作
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ふ量犬γ八盾百I 、才 

曹恒久平和：iを祈り：g 五、～て川桝v ～、’ 
』広 島と長崎ではぎ原爆死没者の冥福’：と世界 

雄：恒久平翻・を願‘:：き、原爆が投下さ：れた時刻にー 

分間1う’黙とゲを捧げることにして瞬ます。：J夢・ 

り・ この趣旨：：をご理解のうえシ：、それぞれの家庭や 

職場汲び地域でも黙とうをお願いいたしまず。 

.：」く原爆が投下：i.きれな：日時う 

i観広島=8J月6賞午前8時1占5分 

■長崎＝。8 月9”日午前1 1時2 分：'：・： 

▲春本沙織（上野小6年） ▲西川美恵（市場小6年） 

【
標
語
の
部
】
 

〇
で
き
る
は
ず
 

差
別
の
谷
い
町
え
が
お
の
町
 

上
野
小
5
年
 

安
藤
璃
恵
子
 

〇
い
じ
め
の
種
 

ま
く
替
ふ
や
す
ぢ
育
て
る
谷
 

上
野
小
5
年
 

安
田
 

誉
臣
 

〇
さ
れ
た
こ
と
 

い
や
替
ら
人
に
し
替
い
こ
と
 

市
場
小
5
年
 

藤
田
麻
紗
子
 

o
ひ
き
ぬ
こ
う
 

差
別
の
草
を
根
っ
こ
か
ら
 

市
場
小
5
年
 

高
林
 

久
志
 

〇
持
っ
て
く
だ
さ
い
 

い
じ
め
を
と
め
る
強
い
心
 

赤
池
中
ー
年
 

青
木
 
美
穂
 

〇
人
権
は
一
人
一
人
の
宝
物
 

赤
池
中
3
年
 

長
谷
川
 
俊
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このコーナーは田川市・郡の情報コーナーです。 

田川市 
。田川美術館 
夏期館蔵品展特別展示 
築山節生水彩画8月12日～31日 

。市民盆踊り大会 
8月23日18時30分～ 

中央中学校グラウンド 
金 田 町 
。河川クリーン作戦 

8月17日8時～ 
。水と灯尖のタべ 
8月24日18時～彦山河合流点 

。B &G福岡県大会（温水プール他） 
8月31日10時～ 

。ふれあい朝市金田駅西ロ 

毎週水・土曜日7時～ 
糸 田町 
。国際交流会 
8月23日～24日中央公民館他 

。糸田町少年のバス 
8月7-'l0日佐伯市大入島 

方城町 
。成人式 中央公民館 
8月15 日徐）10 時～ 

。少年の翼「沖縄平和学習」 

8月20日困～22日団 
。農産物直売ふれあい市 

毎週土曜日午前9 時町立医療センター前 
香春町 
。ふる里かわら夏まつり盆踊り大会 

8 月15日16日午後7時～役場前広場 
。ふれあい輔毎朋翻冊～錫前広場 
大任町 
盆踊り花火大会 
8月18日（月）19時～匠応キIレ 

川崎町 
。成人式勤労青少年ホーム 
8月16日出 9時受付 

。川崎町PTA交流会 
8月31日旧）9時～騰助学朽うンド他 

赤 村 
ザ・夏まつり眠］ミLシ鴎 
8月23日18時～ 

添田町 
。版画展 岩石城 
木薩一明1旧証ー鋼断明朋司勝日 

。翫榎祭り明明錠え樹以ボーツう外 
。成人式 町民会館 

講演山本華世さん 
。旬の駅毎土曜日9 時～旧伊原駅横広場 

MY TOWN TOPICS 
~今夏、2回連続九州大会へ出場 
~ 少年野球市小ガッツチー ムが全日本学童軟式野球 
I 九州大会と、全日本スポーツ少年団軟式野球九州大会の 

● 2大会へ出場することとなり、水永町長他町執行部 ノ＼ 

，報告にきました。 

,， 全日学童大会は8月16日～18日の鹿児島県川内市、全 

，日スポーツは8月22日～24日、宮崎県西都市で開催され 

「】ます。こ健闘を祈ります。皆さんのこ声援もよろしく。 

自
衛
官
採
用
試
験
 

●
試
検
種
目
o

一
般
曹
候
補
学
生
（
男
・
 

女
）
o

曹
候
補
士
（
男
・
女
）
o

航
空
 

学
生
（
男
・
女
）
o

二
等
陸
・
海
空
士
 

（
男
・
女
）
 

●
受
験
資
格
 
18
 

歳
以
上
ー
 27
 

歳
未
満
の
 

人
（
一
般
曹
候
補
学
生
は
 24
 

歳
未
満
者
）
 

●
受
付
期
間
8
月
1
日
1
9
月
9
日
 

●
試
験
日
9
月
 21
 

日
回
（
航
空
学
生
は
 

9
月
 23
 

日
因
）
 

●
間
い
合
わ
せ
自
衛
隊
地
方
連
絡
部
 

飯
塚
募
集
事
務
所
公
0
9
4
8

・ 
22
 

・ 

H
4
8
H
4

[I 

福
岡
県
職
員
（
初
級
）
採
用
試
験
 

●
試
験
区
分
と
採
用
予
定
数
 

o
一
般
事
務
 22
 

人
o

学
校
事
務
9
人
 

o
警
察
事
務
5
人
o

土
木
7
人
 

o
建
築
1
人
o

電
気
1
人
o

農
業
十
 

敬礼！ 
大変緊張しました。 

県大会、準優勝 
（シニアの部） 

7月6日、町監査委員（久原弘委員・ 

木月繁美委員）による、各消防団備品 

監査と点検が行われました。 

当日は、今年結成された女性消防団 

の夏の防災にむけた訓練があり、 7人 

が参加し緊張した様子でした。 

7月20日、福岡県商工会婦人部連合会 

主催のソフトバレーボール県大会がアク 

シス福岡で開催され、赤池町商工会婦人 

部が見事、準優勝を勝ち取りました。 

毎週1回勤労者体育館で練習を重ね、 

その成果がみごと花開きました。 

今後も、頑張つて下さい。 

7区13 支所が優勝 

7月20日、町体育協会（大島勇 

夫会長）主催による第2回町民キッ 

クベースボール大会が行われました。 

炎天下のもと、26チームが熱戦。 

成績は次のとおりです。 

く子供の部〉 1位 7区 

2 位 16 支所 

<―般の部〉 1位 13支所 

2位 生力NT 

木
1
人
 

●
受
験
資
格
昭
和
 49
 

年
4
月
2
日
か
ら
 

昭
和
 55
 

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
人
（
た
だ
し
、
大
学
に
お
け
る
在
学
 

期
間
が
2
年
を
超
え
る
者
を
除
く
）
 

●
試
験
日
9
月
 28
 

日
卿
 

●
試
験
場
嘉
穂
東
高
校
他
 

●
受
付
期
間
8
月
 25
 

日
の
1
9
月
5
日
 

圏

8
時
 30
 

分
ー
 
17
 

時
（
土
・
日
を
除
く
）
 

．
問
い
合
わ
せ
福
岡
県
人
事
委
員
会
 

晋

0

9

2

・

6

4

1

・

3

8

8

3

 

消
防
吏
員
採
用
試
験
 

●
試
験
日
 
10
 

月
 26
 

日
回
 

●
試
験
場
田
川
中
央
中
学
校
 

●
受
験
資
格
昭
和
 48
 

年
4
月
2
日
か
ら
 

昭
和
 55
 

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
男
性
 

●
採
用
人
員
若
干
名
 

．
受
付
期
間
9
月
8
日
ー
 
19
 

日
 

●
受
付
場
所
田
川
地
区
消
防
本
部
 

愛

α

お

＜

り

も

a

順
不
同
・
敬
称
略
）
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
o

却
野
敏
美
（
生
力
町
）
 

故
暁
江
o

中
村
サ
チ
子
（
赤
池
脚
）
故
輝
 

夫
o

日
高
美
知
子
（
猿
田
）
故
正
o

立
花
 

ス
ェ
ョ
（
市
場
）
故
一
夫
o

松
添
キ
ミ
 

（
松
本
）
故
清
o

田
村
慶
治
（
北
町
）
故
武
 

夫
o

久
原
義
夫
（
薬
王
寺
）
故
チ
ト
セ
 

以
上
7
件
で
二
十
四
万
円
で
し
た
。
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
二
般
一
口
千
円
）
 

o
吉
田
英
樹
1

一口o

田
中
稔
H
十
口
 

~マナーアッブキャンペーン・シン司レマークの愛称募集 
~ 「交通事故をなくす福岡県民運動本部」では昭和62年8月に一般公募で決定された 

~議三認＃葺お習議g驚恐競 
~■応募資格 問いません。 

~’締切り 平成9年8月31日（日）当日消印有効 
I■賞 作品が採用された方に記念品を進呈いたします。 
~■発 表 受賞者本人に直接通知します。なお、9月20日 

‘応募先問し畿舞器猛蕊多区東公園7番7号 
福岡県企画振興部交通対策課内 
~，ー、皿」了＋hプー＋、 ノ →14ArmI 白I日口~主‘→ hn ~ h ハハ n ,, ,.. .I~、n 戸，』 

L ー 父m争畝ては、9 価岡呆呆氏理劉小節 U IJJZ-bり1-11I 1V ) Zりり4 

●
間
い
合
わ
せ
 
田
川
地
区
消
防
本
部
総
 

務
部
か
 
44
 

1
0
6
5
0
（
内
線
）
3
0
4
 

ふ
る
さ
と
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
 

筑
豊
一
円
ふ
る
さ
と
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
 

に
参
加
し
て
、
日
頃
接
す
る
こ
と
の
少
 

な
い
自
然
や
史
跡
、
文
化
財
を
訪
ね
ふ
 

る
さ
と
の
よ
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
 

ん
か
。
 

o
期
日
9
月
 19
 

日
国
・
 
28
 

日
卿
 

〇
集
合
場
所
赤
池
町
民
会
館
 

o
集
合
時
間
8
時
 30
 

分
 

〇
定
 

員
 
20
 

名
（
両
日
と
も
）
 

〇
コ
ー
ス
赤
池
ー
小
石
原
焼
ー
鮭
神
社
 

ー
黒
田
武
士
酒
造
ー
九
州
リ
ン
ゴ
村
 

（
嘉
穂
町
）
ー
王
塚
古
墳
（
桂
川
町
）
ー
 

飯
塚
歴
史
資
料
館
ー
福
智
山
ろ
く
花
 

公
園
ー
赤
池
 

〇
参
加
費
千
五
百
円
 

o
申
込
み
電
話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
 

〇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
 
役
場
産
業
振
興
 

課
合
 
28
 

1
2
0
0
4
因
2
6
1
 

※
9
月
1
日
か
ら
受
付
（
満
員
に
な
り
 

次
第
メ
切
り
ま
す
。
）
 

愛
の
お
く
り
も
の
 

大学等合同会社面談会 
大学、短大、高専、専修学校を平成10年3月卒業される方及び平 

成9年3月卒業の未就職者で平成10年4月就職希望者を対象にし 
Iた、地元企業との合同会社面談を開催します。福岡県内に就職を 
希望される学生の皆さん、是非ご参加ください。 

【福岡開場】約250社参加 

日時：平成9年9月3日困12時30分～17時 受付12時 

場所：九電記念体育館福岡市中央区薬院4丁目14-1 

【北九州開場】約140社参加 

日時：平成9年9月4日困12時30分～17時 受付12時 

場所：西日本総合展示場中展示場北九州市小倉北区浅野3-7-1 

乱恰わせ先】福岡県労働部職業安定課若年社雇用対策係 
丑092一651-1111 （内）3734 

o
加】7
暮
H
十
口
o

川
畑
ヤ
ス
エ
H

一 

口
 【

特
別
賛
助
会
費
】
（
企
業
・
法
人
一
口
一
万
円
）
 

o
藤
田
商
店
廿
一
口
o

巽
工
業
H

二
口
 

o
高
園
商
店
H

一
口
o

大
庭
文
具
店
H
 

一
口
o

柏
木
衣
料
品
店
H

二
口
0

く
す
 

り
の
お
お
ば
n

一口 

【
寄
付
】
o

匿
名
H
千
七
百
円
o

匿
名
H
 

千
七
百
円
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
 
o
福
祉
バ
ス
内
ふ
 

れ
あ
い
基
金
箱
H

八
万
九
千
五
百
三
十
 

一
円
 

【
古
切
手
】
o

池
田
兼
善
H
三
百
枚
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

【
寄
贈
】
正
栄
自
勲
早
H
ビ
ー
ル
2
ケ
ー
 

ス
・
鳥
龍
茶
1
ケ
ー
ス
 

碁同好会たよ 
7 月例会優勝者 

Aパート 中村三郎（岩屋） 

Bパート 田中三豊（猿田） 

8月例会 
8月10日（日曜日） 
9:30 ---16:.30 

町民会館和室にて 

※尚初心者講座を同時に行つ 
ていますので多数参加ください。 

中川会長より 
× ノ 

' 

警
察
で
は
、
九
月
を
『
行
方
不
明
者
 

等
捜
査
強
化
月
間
』
と
し
て
、
相
談
所
 

を
開
設
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
 

い
。
ご
相
談
に
お
出
で
に
な
る
時
は
、
 

写
真
戸
籍
謄
本
等
、
行
方
不
明
者
を
さ
 

が
す
手
掛
り
に
な
る
も
の
を
ご
持
参
下
 

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
 

【
相
談
所
開
設
日
】
9
月
1
日
囲
1
5
日
圏
 

毎
日
午
前
9
時
か
ら
 

【
相
談
所
】
福
岡
県
警
察
本
部
一
階
（
県
 

庁
の
と
な
り
）
o
l
ハ
吉
塚
駅
徒
歩
5
分
 

【
問
い
合
わ
せ
】
福
岡
県
警
察
本
部
刑
 

事
課
公
0
9
2

・
6
4
1

・
4
1
4
1
 

内
3
3
7
3

・
3
3
7
4
 

遠
賀
川
河
川
愛
護
モ
ー
ー
タ
ー
を
委
嘱
 

河
川
愛
護
に
関
心
を
持
ち
、
河
川
の
 

環
境
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
な
意
見
を
 

も
つ
方
を
建
設
省
が
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
 

委
嘱
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）
 

o
平
野
ア
キ
子
（
草
場
）
任
期
・
7
月
 

1
日
よ
り
1
年
間
 

福岡県救急の日のつどい’97 

時
 

平成9年9月9日閃 
午後1:00-4】30 

所 添田町オークホール 
事 ★イベント県警音楽隊ほか 

★講演「災害の教訓として」 
講師鐘ケ江管一（前島原市長） 

★実技講習蘇生法の実技 

皆様お誘いのうえ、ご参加ください。 
（記念品があります。） 

事務局 福岡県田川保健所（総務企 
画課）丑44- 0 6 6 6 

場
行
 

※
お
詫
び
と
訂
正
（
敬
称
略
）
 

・
先
月
号
の
香
典
返
し
の
欄
に
て
、
森
 

正
則
（
猿
田
）
故
具
知
子
は
、
故
員
智
 

子
で
し
た
。
ま
た
、
賛
助
会
費
の
欄
で
 

o
木
村
肥
晃
H
十
口
が
掲
載
も
れ
で
し
 

た
。
謹
ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

選
ば
れ
た
世
帯
の
祐
歳
以
上
の
方
が
 

搬
鶏
雄
竃
段
麟
 

。休館日／2日、3日、9日、10日、13日、14日、 

15日、16日、17日、為日、糾日、幻日、引日 

。頓ど廿駁日／7日、 27日 
（午前11時～午後3時釦分まで） 

。健康相談日／12 日（午前10時00分～午後2時まで） 

。仏教講演会／休み 

。演 芸／入館者の方へご自由に 
舞台を提供しています。 

。福祉バス／夏休み期間（7月20日より8月31日 
× まで）は、日曜・祭日運行となります。 ノ 

爽
」
一
む
占
逢
』
魔
叫
時
「
港
餌
野
」
」
に
J

は
ぐ
れ
「
一
 

一
蒲
「
緑
に
と
フ
ラ
ン
ス
ど
料
％
理
ク
ラ
 

ー
灘
難
難
麟
織
義
義
始
海
渓
J

硯
 
洗
 
ひ
 
山
，
I
 

ー
 
ノ
 

l
 
'
 

水
蕪
叫
接
ぢ
バ
フ
日
一
日
の
終
り
と
す
 

」
難
し
ざ
・
や
心
の
棚
を
ン
解
き
て
旅
「
一
 

雨
続
き
向
」
負
夢
葵
」
一
轟
」
鷲
「
難
」
一
鱗
へ
 

一
梅
縮
ヴ
鯖
）
澗
英
彦
秀
」
墨
暴
m
嬢
醸
鵬
来
 一 

溝
一
水
湧
一
嘩
億
％
と
り
鍋
釜
柚
の
家
 

隠
讐
家
を
尋
『
】
ね
海
「
難
鋤
』
一
ひ
『
怠
ひ
草
 

一
百
『
幹
勲
」
難
」
 

一一轟一 

暮
％
し
迄
喜
長
】
び
言
く
梅
 

一護臓議m
穫
喜
雨
】
の
雷
 

H
「「J 

ぐ
れ
参
二
・
選
 

者
 
吟「 

議
「
会
『
 

楽
松
長
考
墨
一
一
 

h
一一一一一
 

一 

大
久
保
幸
子
 

”金m

田
馨
プ
弘
 

、
大
久
保
照
女
 

」
「
小
場
妙
」
子
麟
 

て
西
郷
塁
業
子
鱗
 

村
上
麟
署
子
」
一
 

熊
熱
」
」
繭
鶏
「
「
 

ン
大
森
孝
美
栄
・
 

雨
侮
喜
義
一
一
摺
一
一
麓
博
鷲
鷲
『
池
田
 
駒
女
 

個人事業税 第1 期の納期限は、 9 月1 日です。県税事務所 



、ノ (b く
 

】
一
 

ノ
た
」
）
1
 
。
％
ど
・
，
 

一 

ー

×

 

●
乳
児
相
談
（
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
）
 

o
8
月
 18
 

日
囲
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

（
生
後
4
カ
月
ー
 12
 

カ
月
）
 

●
一
才
半
・
三
才
児
健
診
 

o
9
月
 12
 

日
国
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

※
総
合
健
診
を
う
け
る
方
へ
 

8
月
 20
 

日
困
ー
 29
 

日
国
ま
で
に
役
場
 

健
康
衛
生
係
の
窓
口
で
、
問
診
票
と
検
 

診
容
器
の
配
布
及
び
検
診
料
の
徴
収
を
 

行
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
受
取
に
お
い
で
 

下
さ
い
。
 

公
 28
 

1
2
0
0
4
因
2
4
9
 

ず
加
し
ま
せ
が
か
ヴ
』
編
 

身
体
障
害
者
の
集
団
見
合
い
 

〇
日
時
9
月
7
日
卿
 10
 

時
ー
 15
 

時
 

〇
場
所
 
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
福
岡
県
 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
原
町
）
 

I
 

〇
参
加
費
無
料
（
昼
食
は
自
己
負
担
）
 

〇
申
込
み
 
8
月
 18
 

日
囲
ま
で
 

〇
申
込
先
助
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
 

協
会
丑
0
9
2

・
5
8
4

・
6
0
6
9
 

拶
、
均
等
法
が
然
零
織
露
 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
講
演
会
 

6
月
の
雇
用
機
会
均
等
月
間
に
開
催
 

予
定
で
し
た
が
、
台
風
の
た
め
延
期
に
 

な
り
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
を
 

め
ざ
す
講
演
会
で
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。
 

〇
日
時
8
月
 28
 

日
困
 13
 

時
 30 

分
ー
 

〇
会
場
ヤ
ン
グ
ワ
ー
ク
F
U
K
U
〇
K
A
 

（
田
川
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

〇
講
師
富
永
桂
子
（
福
岡
大
学
・
西
南
大
 

学
講
師
）
 

〇
対
象
 
テ
ー
マ
に
興
味
の
あ
る
方
 

〇
定
員
百
四
十
名
 

o
申
込
み
 
8
月
 25
 

日
囲
ま
で
 

〇
申
込
先
福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
 

'
 

所
福
祉
課
公
0
9
4
8

・ 
22
 

・
1
1
 

d
I

ハ
り
 

ボ
F
ム
へ
襲
織
礁
養
成
講
習
会
 

3
級
（
入
門
研
修
）
過
程
募
集
 

母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦
が
、
就
労
 

に
有
利
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
 

た
め
の
講
習
会
で
す
。
 

o
開
催
期
間
9
月
7

日
卿
ー
 11
 

月
 30
 

日
 

卿
の
日
曜
日
及
び
平
日
の
2
日
 

＠
募
集
人
員
 
20
 

人
 

0
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
八
千
円
 

は
自
己
負
担
）
 

0
場
所
 
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
福
岡
県
 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

＠
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
 
福
岡
県
母
子
 

寡
婦
福
祉
連
合
会
公
0
9
2

・
5
8
 

4

'
'
Q
U

(
u
J
n
乙
n
ノ〕 

筑
登
さ
れ
や
蕊
曹
プ
驚
議
 

福
岡
県
勤
労
者
健
康
マ
ラ
ソ
ン
 

〇
日
時
 
10
 

月
 26 

日
囲
 10 

時
 30 

分
 

,
 

〇
種
目
5

血
・
 
10
 

血
（
男
女
と
も
）
 

〇
参
加
資
格
勤
労
者
 

〇
参
加
料
一
一
千
五
百
円
（
保
険
料
含
む
）
 

o
問
い
合
わ
せ
福
岡
県
労
働
部
労
働
福
 

祉
課
内
筑
豊
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
実
 

行
委
員
会
事
務
局
容
0
9
2

・
6
2
 

．

一

 

/
 

n
乙

・

1
上

n

U

O

4
工 

維
『
鞍
鞍
碑
呂
，
」
．
」
報
鞍
「
破
・
一
 

第
 13 

学
区
中
学
生
進
路
相
談
事
業
 

地
元
の
県
立
高
校
へ
の
進
学
を
目
指
 

し
て
い
る
中
学
生
の
皆
さ
ん
。
 

あ
な
た
の
進
み
た
い
高
校
を
つ
か
み
、
 

充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
 

き
る
よ
う
に
、
進
路
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
 

全
体
会
や
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
利
 

用
し
て
、
確
実
で
新
鮮
な
情
報
を
手
に
 

入
れ
ま
し
ょ
う
。
 

●
日
時
8
月
 25 

日
囲
 
12
 

時
ー
 13 

時
 

（
受
付
）
 
13 

時
ー
 17
 

時
（
説
明
会
）
 

●
場
所
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
 

’ 忘れないでネ戸ー 
（特別）児董扶養手当の現況届 
すでに、該当されている人にはお知らせしてい 

ますが、8月11日～9月10日までは現況届の提出 

期間です。 

この届出は、引き続き受給するための大切な手 

続きです。 

必ず期限内に提出してください。 

役場福祉係 ft28-2004 
_ U 

市民と自衛隊との音楽の夕べ 
第4師団音楽隊と飯塚駐屯地音楽隊による演奏会 

●と き 9月9日肉午後7時～午後8時40分 

開場午後6時30分 

（状況により早くなる場合もあります） 

●ところ 直方市民会館 

●演奏内容 ジャズ＆ボソブス・マーチ・TVア二メ・他 

●入場料 無料 

●問い合わせ 飯塚駐屯地広報室 

i 云0948-22-7651(i )246・ 247 

U I 

十五夜をめでる夢のコンサ＝か 
かがり火と中秋の名月を背景にして 

0と き 9 月13日出午後7時30分※雨天中止 

0ところ ひこさん川河川敷 

0内 容 観月茶会と句会・尺八、三嚇泉吟言永民謡他 

0主 催 ひこさん川夢の会 
I I 

験蘭の鱗塚露鷺〕 
※8月13日困午後から17日（日）までは休みます。 

※盆休み前は混みますので、お早めにご連絡を！ 

※ゴミ収集は平常どおりです。 

"納骨堂完成” 
このたび、地域改善対策特定事業にて納骨堂が 

完成いたしました。建設場所は次のところです。 

納骨堂 サンタウン 
北 ~ 
九 ’●赤池 
州 学園 

●新田川商運 一ーー一ー二 

竹 ●赤池重機 一一ーーて一ー一一 
線 一ー一一ー二一r一ー 

 一ーーー一ー 赤池凡T 
●郵便局 ~ 1 

なお、詳しい内容等にっいては、後日回覧にて 
お知らせします。 
問い合わせI 役場同和対策課 

云28一2004 内線251・252 

●
対
象
中
学
3
年
生
・
保
護
者
・
中
学
 

校
教
職
員
 

●
参
加
校
田
川
地
区
内
の
県
立
高
校
外
 

2
校
 

●
問
い
合
わ
せ
東
鷹
高
校
相
談
事
業
係
 

容
 44
 

1
3
0
1
5
 

‘
目
》
 編

 裏
％
携
銭
愛
醜
 

話
巨
し
は
言
え
な
い
そ
う
で
す
c
 

井
 

幸
か
不
幸
か
、
私
の
胃
 

は
い
た
っ
て
元
気
。
そ
れ
で
も
原
稿
締
 

切
り
前
は
地
獄
の
苦
し
み
が
続
き
ま
す
。
 

見
出
し
が
浮
か
ば
な
い
、
文
章
が
つ
な
 

が
ら
な
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
が
決
ま
ら
な
 

い
…
。
つ
い
つ
い
タ
バ
コ
の
本
数
も
増
 

え
、
目
の
前
の
灰
皿
は
山
盛
り
状
の
タ
 

バ
コ
。
ま
た
、
睡
眠
時
間
は
減
り
、
ま
 

さ
に
体
力
と
の
勝
負
で
す
。
（
ち
ょ
っ
 

と
大
げ
さ
？
)
 

月
末
に
な
る
と
、
机
の
上
は
、
タ
バ
 

コ
、
丸
め
た
原
稿
用
紙
、
栄
養
剤
の
オ
 

ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。
（
決
し
て
ア
ル
コ
ー
 

ル
類
は
あ
り
ま
せ
ん
ノ
）
 
⑨
 


